
令和７年１０月２８日(火)、田無駅に１３名が集合し小平駅でお二人様が合流し１５名の参加者

でした。微風、雲一つない秋晴れとまさに散策日和であり新酒を味わうには好日でした。

JR青梅線軍畑駅で下車。会長の緒方さんのご挨拶に続き、さっそく急な坂道を下り(同じ登りが帰

りに待っている)御岳渓谷河川敷へ。色付き始めた初紅葉の中をクマ除け鈴を持参した人が二人い

たが、何よりものクマ除けは、みんなの話し声である。コースタイムの倍の約５０分をかけ1.5km

を散策し待ちに待った新酒とランチ会場の澤乃井園に到着。心配していた場所取りもウッドデッキ

にあるベンチ三つが空いていて早々に確保。会費の徴収と記念品の大学ネーム入りの鉛筆を配布。

その後記念写真を撮る。お酒購入班とおつまみ班に分かれ段取り良く新酒と名物のおでんなどが

並び愛飲会の始まりである。各自持参のお好みのおつまみも有り、やはり予定通りお酒が不足して

買い足したことは言うまでもありません。山のなからしく自己責任とすべて後片付けをしてもう

一度記念写真に納まりました。駅前での登りが一苦労。さらに酔いが回り、青梅駅で乗り換え時

に眠っていた方を抱いて下車したり、乗り越した方もいましたが、無事に皆様帰路に着きました。

【ご参加いただきました皆さま】

左より原田さん・飯田さん・池澤さん・中村さん・田村さん・緒方さん・宿利さん・志賀さん・

小島さん奥様・木村さん・関口さん・小島さん・大久保さん奥様・大久保さん・馬道の各位様

【写真報告書】・・・西武線の電車の中から遠足気分の皆さま
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福生駅のステンドグラスと富士山「美しい水の流れ、吹き渡る風に夢をのせて FUSSA」

原画・監修：　ルイ・フランセン　駅通路から富士山が美しく良く見えるのはご存じでしたか？

軍畑駅で準備していざ、出発

↑甲州街道を500ｍ本日一番の危険個所の下り坂

難所を無事下り終える→





お食事前に記念写真を撮りました

多摩川の清流に見とれていると澤乃井園の対岸にある寒山寺の鐘の音が偶然にも聞こえてきた





↑ムラサキシキブ(これはｺﾑﾗｻｷ)

花言葉は「上品」「聡明」

「愛され上手」紫式部に由来



皆さまに後片付けのご協力をいただき　最後にもう一度記念写真を撮っていただいた

JR沢井駅への登り坂　ココで飲んだお酒で酔い回った方も多い　駅舎の不要な階段を登り多謝



【俳句】 志賀様

紅葉散る沢に鐘の音寒山寺

多摩川の水澄み川面の輝けり

秋暑し古戦場なる軍畑

馬道

初紅葉語り歩くや河川敷

久しぶり一緒にあるコ秋の蝶

新酒蔵帰路の坂道酔い回り

【編集後記】

会議後、原田さんより「稲門会の秋のイベントとして散策の会をやりたい」とのお話が

あり三案程を提案した。役員会で議論いただき今回の企画となりました。

やがて、クマの出現がニュースになり調べてみると奥多摩でも現れている。心配された

池澤さんと私はクマ鈴をザックに付け、先頭を歩く私は、普段の倍の遅さで歩いている

にも緊張からか時間が立つのが早かった。

　江戸時代から酒蔵のある澤乃井園での新酒愛飲会は、皆さまに記念の大学名入りの

えんぴつを贈呈した。早稲田ショップは割高だなと思っていたが、先日、東大生協に

行ってみると早稲田の消しゴムは１７０円だが、東大のそれは３５０円でした。

大きさも少し違うが、やはり裕福な大学と貧乏大学の違いかな、などと妬んでしまった。

　先日、所沢キャンパスの学園祭(トコサイと女子大生が言っていた)に行き、スポーツ

科学部があるからだろうか、早稲田祭とはちょっと違う体力的なにおいを感じました。

でも、同じ早稲田の空気でした。散策の会今後ともよろしくお願い致します。 馬道



【初冠雪の浅間山登山報告】噴火警報レベル２で山頂には登れず外輪山からの撮影です

↑左の外輪山最高峰の黒斑山(2404m) 　↓山頂(2568m)

趣味の登山の写真までお付き合いいただきありがとうございます



翌日は、久しぶりに軽井沢に参りましたので「早稲田大学軽井沢セミナーハウス」に参りました

キャンパスのバックにそびえるのは、登った浅間山です。山頂は雲のなかです。

懐かしい方もいらっしゃると思いますが、私は、約５０年ぶりであまり覚えていません。

現在は、１９５９年に建築された校舎に2000年代になって二つの校舎が増えているそうです。

関係者以外禁止の表記があり、門前で失礼しました。

さすがに大きな大学です。素晴らしい場所に大きなキャンパスを持っています。


